
府中東高校　202３年度　音楽Ⅱ　年間授業計画

教科：（芸術）科目：（音楽Ⅱ） 　対象：（第２学年）

教科担当者：1組・２組・３組・４組・５組・６組　棚谷　かおる

使用教科書：MOUSA　２（教育芸術社）

使用教材：

教科の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
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歌唱「てぃんさぐぬ花」「夢破
れて」「椰子の実」

①民謡・ミュージカル曲・日本歌曲
の三曲を練習し、自らの2年間の集大
成としてふさわしいと思う曲を選
び、歌う。
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三
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合奏「自由演奏」 ①曲決め、担当決め、楽譜調達、練
習計画を自ら行い、グループまたは
個人で練習する。
②　発表計画を立て発表する。
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鑑賞　歌舞伎「娘道成寺」 ①歌舞伎の音楽を詳しく学び、長唄
を歌ってみる。
②「娘道成寺」を鑑賞し、音楽を味
わう。
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合奏「風になりたい」 ①グループで相談し担当楽器を決
め、自分の目標を立てて練習する。
②グループで合奏してみて、より良
い合奏にするために、教えあう。
③お互いの音を聴きながら合奏す
る。
④フィルインを創作する。
※グループ総合点と個人技術点で評
価する
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合奏「ハンドベル」 ①ハンドベルの演奏法を学ぶ。
②　グループで協力して演奏する。
※グループ総合点と個人技術点で評
価する
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「赤とんぼ」「上を向いて歩こ
う」歌唱

①日本歌曲に親しみ、詩の世界を味
わい日本語で歌唱する。
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ギター弾き歌い ①ギターの取り扱い方・演奏の基礎
を復習する
②コードをきれいに弾く。（4つ）
③ストロークについて深く学び、場
面によって変奏し、終止を考え、歌
いながら弾く。
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オリエンテーション
「からたちの花」歌唱
校歌

オリエンテーション（約束/評価/実
技テストスケジュール）
①ICTを使って家庭学習ができる。課
題提出ができる。
②校歌を3番まで歌うことができる。
③無理のない発声方法を学び、習得
に向けて、努力をする。
④「からたちの花」を練習し心を込
めて歌う。
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意図に基づいて表現する技能を身に付ける

創造的な表現を工夫し、美しさを深く味わう

音楽に親しみ心豊かな生活や社会を創造する態度を養う

鑑賞「世界の民族音楽」 ①ポピュラーミュージックのルーツ
として民族音楽があることを知り、
様々な地域の民族音楽の歴史やスタ
イルを聞いて味わう。

学習内容 題材の具体的な指導目標と評価規準

評価方法表現

鑑

賞

・楽器や声楽、様々なジャンルや
年代の音楽にについての知識を広
める。
・表現するために必要な技能を身
につける。

【知識・技能】

予
定
時
数

【主体的に学習取り組む態度】

・社会の中で心豊かな生活を営むよ
う主体的に求めていく。音楽文化を
尊重し、関わりながら自己の生き方
に結びつける。

【思考・判断・表現】

・自分の考えや感じたことを音楽的に
表現することができる。
・音楽活動を楽しみ、音楽作品を鑑賞
し、感じ方や見方を深めることができ
る。


